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国道41号名濃バイパス（６車線化）の事業区間には、沿線に多くの事業所が集積しており、交通

容量不足から朝夕ピークのみならず、昼間オフピーク時にも渋滞が発生し、円滑な物流活動を阻害

している。このため、６車線化事業にあたっては、工事の施工順序を工夫することで、渋滞の著し

い昼間時間帯のみ先行して６車線開放を行い、残る中央分離帯等の工事は、交通量が減少する夜間

に再び４車線に戻して施工する「昼間時間帯６車線開放」を実施した。この昼間時間帯６車線開放

に至るまでの経緯・地域との連携、対策の効果と取組みの妥当性を検証するとともに他の改築事業

等への適応の可能性について提案する.  
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１． はじめに 

 国道41号名濃バイパスは、愛知県名古屋市から岐阜県

美濃加茂市へ至る延長約21.8㎞の主要幹線道路である.

本事業は、昭和53～55年に暫定４車線で開通をしている

愛知県小牧市村中から犬山市五郎丸（図-１）までの延

長約7.0kmの区間において、その後の交通需要の増大に

伴う交通渋滞の改善や、沿線に立地する大規模事業所等

からの高速道路へのアクセス向上を図ることを目的とし

た６車線拡幅事業である． 

  
図-１ 事業箇所 

 

（1） 沿線状況 

 事業区間は、愛知県の中心に位置し、東名高速、名神

高速道路や名古屋高速小牧線といった高速道路ネット

ワークが充実している．このような高い交通利便性を背

景に、事業区間周辺では、ものづくり中部を支える国内

有数の製造業・運送会社等の大規模事業所の進出が進ん

でいる（図-２、図-３）． 

 

図－２ 企業立地状況と製造品出荷額 

 

 
図-３ 製造出荷物の一例（工作機械） 



 

 

（2） 渋滞状況 

昨今の大規模事業所の進出と相俟って、事業区間の交

通量も増加傾向にあり、それに伴う交通渋滞などの課題

も顕在化してきている．平成25年度に選定された「地域

の主要渋滞箇所」では、事業区間の全線が「地域の主要

渋滞区間」に位置づけられている（図-４）． 

 
図-４ 主要渋滞箇所 

渋滞状況としては、事業区間の沿線企業等への通勤交

通が集中する朝夕ピーク時のほか、昼間は企業に発着す

る物流交通等の集中などにより、日中を通して、慢性的

な渋滞が発生している．中でも東名・名神小牧ＩＣに近

接する南側地域（小牧市～大口町間）での渋滞が著しい

（図-５）． 

 
図-５ 事業区間の速度コンター図 

（ETC2.0プローブデータ H28.11時点） 

（3） 名濃ＢＰ（６車線化）の整備状況 

本事業では、渋滞状況等を勘案して、南側から北に向

かって、順次、６車線化の工事を進めている．平成31年

4月1日現在における事業区間の整備状況を図-６示す．  

 

 
 

区間 整備状況 
距離 

(km) 

村中～横内西 完成６車線化済(H30.2 ) 1.3 

横内西～新宮２ 昼間６車線運用中(H30.12～ ) 1.1 

新宮２～中小口３ 昼間６車線運用中(H31.2～ ) 1.2 
 

図-６ 整備状況 

 

(4)昼間時間帯６車線開放 

 昼間時間帯６車線開放は、昼間時間帯における沿線企

業の物流・生産性の早期向上や、通勤渋滞の早期改善な

どを図ることを目的に、施工順序を工夫することで渋滞

緩和効果を早期に実現する方法である． 

通常は、昼間時間帯に、本線４車線を確保しながら、

施工を行い、全ての工事が完了した後に、完成６車線と

して開放するのが一般的であるが、本事業では、暫定６

車線開放のために必要な工事を実施した後、先行して昼

間時間帯の６車線開放を行い、残りの中央分離帯などの

残工事は、交通量が少ない夜間に再び４車線に規制し、

夜間工事により施工を行うものである（図－７）. なお、

渋滞状況等を踏まえ、昼間時間帯は６時～22時、夜間時

間帯は、22時～６時として設定している． 

 
図-７ 施工方法 

２． 事業調整会議 

本事業は、現道拡幅事業であり、工事規制による沿道

利用者等への影響も大きいことから、平成28年度に、

国・愛知県・地元自治体・警察・地元商工会・観光協会

からなる「国道41号名濃バイパス事業調整会議」を設立

している．本事業の昼間時間帯６車線開放の実施にあ

たっても、調整会議を開催し、工事の方法、実施時期、

広報計画等について情報共有や意見調整を行っており、

円滑な施工の実施に努めている（図－８）． 

 

  
 

図-８ 国道41号名濃バイパス事業調整会議 

（会長：愛知国道事務所長） 
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３． 昼間時間帯６車線開放の事前検証 

 本事業において、昼間時間帯６車線開放は今までに３

区間（村中交差点～横内西交差点区間（上り線のみ）、

横内西交差点～新宮２交差点区間、新宮２交差点～中小

口３交差点区間）で実施している．ここでは平成31年２

月に実施した「新宮２～中小口３交差点区間」の昼間時

間帯６車線開放を行うにあたり、実施した事前検証の結

果について示す（表－１）． 

表-１ 比較表 

 
昼間6車線運用 

（夜間施工） 

(1) 

施工 

期間 

◎通常施工と比べて、約５ヶ月先行して、昼間時間

帯の６車線開放が可能 
 
△通常施工と比べて、完成６車線開放が約１ヶ月遅

延する 

(2) 

工事費 

△夜間施工による人件費の夜間割増により工事費が

約10百万増額する 

(3) 

渋滞 

削減 

効果 

○約５ヶ月早期に渋滞改善効果が発現することで、

約85百万円/５ヶ月の渋滞損失額の削減が見込ま

れる 

 結果として、昼間時間帯６車線開放を行う場合、完成

６車線開放時期が若干遅くなり、工事費も若干増額とな

るものの、それを上回る渋滞改善効果が早期に期待でき

ると判断して、工事の実施を決定した． 

（1） 施工期間 

昼間時間帯６車線開放では、通常の施工と比較

して、約５ヶ月先行して、昼間時間帯の６車線開

放が可能である．しかし、開放後は、日々の夜間

工事及びそのための交通規制の設置・撤去が必要

となり、施工効率が低下する． 

具体的には、交通規制の切り替えがない昼間施

工では１日に８時間作業を行うことが出来るが、

昼間６車線開放した後に夜間施工を行う場合、交

通規制の設置・撤去に合計２時間必要となり、作

業時間は５時間となる．つまり通常の昼間施工と

比べて、施工効率が約４割減少する事となり、施

工日数も約５割増加する計算となる（図－９）．

完成６車線の開放時期で比較すると、約１ヶ月の

遅れが生じることとなる（図－10）． 
昼間施工時 
 

  
夜間施工時 
 

 
図-９ 作業時間 

 

 
図-10 施工手順の比較 

（2） 工事費 

昼間時間帯６車線開放では、前述した施工効率の

悪化とともに、夜間施工による人件費の夜間割増に

より工事費が上昇する．夜間施工で行った場合の工

事費を試算した結果、昼間施工時の工事費からの増

加額は約10百万円と試算された． 

 

（3） 渋滞削減効果（渋滞損失額） 

昼間時間帯６車線化開放では、通常の施工と比較

して、約５ヶ月早期に渋滞改善効果が発現すると考

えられる。 

新宮２交差点～中小口３交差点区間において発生

している現状の渋滞損失額について、交通量調査結

果及び旅行速度結果から、渋滞損失時間算出式（図

-11）、車種別の時間価値原単位（図－12）を用い

て試算したところ、１ヶ月の渋滞損失額は約40百万

円となった．この結果に対して、昼間６車線運用開

始後に新宮２～中小口３区間の平均旅行速度が、過

去のミクロシュミレーション結果を踏まえ、約８

km/h改善すると仮定した場合に、渋滞損失削減額を

試算したところ、約85百万円/５ヶ月（１月当たり

約17百万円）の重体損失額が削減するものと試算さ

れた．が改善が見込まれる．以上から、工事費の増

額を考慮しても、十分な社会経済便益が確保できる

と判断し、昼間時間帯６車線運用を実施する妥当性

があると判断した． 
 

損

区間の距離

通常時の旅行速度

区間の距離

基準旅行測度
 

区間交通量 平均乗車人数 

図-11 渋滞損失時間の算定式 

 

図-12 車種別の時間価値原単位 
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４． 昼間時間帯６車線開放の事後検証 

 昼間時間帯６車線開放（新宮２～中小口３）後におけ

る実際の旅行速度結果等を用いて、事後検証を行った． 

(1） 旅行速度 

 昼間６車線運用後、横内西～中小口３区間において、

旅行速度および渋滞状況が大きく改善しており、昼間

開放後の平均旅行速度は約10km/h向上した（図-１

３）．また渋滞長調査を実施した結果、１日を通して

ほぼ渋滞は発生しておらず、運用を開始した横内西～

中小口３交差点間の各交差点では信号待ちが１回以内

で通過ができるようになった（図－14）．また交差道

路側においても、渋滞が改善していることを確認した.  

 
図-13 旅行速度の変化 

 
図-14 渋滞長の変化 

 

さらに国道41号と並行する県道小口名古屋線では、

交通量が約１割減少（図-15）しており、旅行速度の

向上にもつながっている．円滑化が図られたことによ

り旅行速度が改善されている．道路利用者および周辺

自治体・企業からは、昼間の渋滞が早期に大きく改善

されたことに対して、感謝の言葉をいただいている． 

 
図-15 並行道路の交通量 

 

 
（昼間６車線開放前）    （昼間６車線化後） 

図-16 昼間６車線開放前後の交通状況 

 

（2） 渋滞改善効果（渋滞損失額） 

昼間時間帯６車線開放後の実際の旅行速度結果を

用い新宮２～中小口３区間における渋滞損失の削減

額を試算したところ、100百万円/５ヶ月（１月当た

り約20百万円）と試算され、概ね事前検証と同程度

の結果が確認され、投資の面からもその妥当性を再

検証することができた． 

 

５． さいごに 

 本稿では、現道拡幅事業を行うにあたり、利用状況並

びに渋滞状況を分析することで、現道の交通課題を明ら

かにするとともに、渋滞の課題の大きい時間帯における

先行開放を行うにあたり、工事費と渋滞損失額の削減額

を比較整理することで、投資の妥当性を確認することが

できた．全国には、本事業の実施環境に近い現道拡幅事

業も多くあると考えられることからも、今回の手法が、

他の事業の施工方法の参考になれば幸いである. 

最後に、本稿を執筆するにあたりご指導いただきまし

た愛知国道事務所計画課・工務課の皆様、また効果検証

にご協力いただいた（株）オリエンタルコンサルタンツ

に感謝の意を表する． 

 

 

 


